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月9日（金）午後4時30分、元町壱
番街商店街の東端に、いつもと違

い場所を屋外に移して神戸元町商店街
まちなみ委員会の関係者が集合しまし
た。目的は、アーケードの上に登って建物
の老朽化の状況を知るということでした。
日頃、見慣れた元町は、アーケード下の
ビル低層部の店舗の連なりであり、アー
ケードの上の街並みがどうなっているか
など、ビルオーナーや上層階のテナント
でもなければ知るすべもありません。

年夏に一度協和会館（元町通3丁
目）から元町北通を東に歩いて、

沿道の街並みや狭い敷地の利用状況、
駐車場利用にとどまっている土地の様子
などを確認し、街並み誘導型地区計画の
有効性についても議論を行いました。今
回は、「元町」を知るための“まち歩きの第
2弾”との位置づけで、初めて登るところ
に思いを馳せ、一体どんな風景が見られ
るのだろうかと心躍らせて参加しました。

アーケードの上に上がるというのも、実
は一苦労。本来は、支柱に取り付けられ
たハシゴを使って登るというのが正しい
登り方らしいのだが、国際楽器さんのビ
ルの3階の窓からアーケードに移り渡る
という曲芸を参加者に強いて、全員無事
にアーケードに登ることができた。

に上がってみると……、へーっと
思う風景が広がりました。アー

ケードの上は、両側に幅50cm程の網目
状の歩行者通路があり、約20ｍピッチ
で両側通路をつなぐブリッジが渡ってい
ました。アーケード本体は半円柱上で西
に長く伸びており、さながら巨大水道管
の上にいるようでした。アーケードの両
側には建物が近接しており、なるほど道
路境界ギリギリに建物が建っていること
がよくわかりました。ところどころで緊急
時に建物から簡易ハシゴで歩行者通路
に渡れる場所があったり、消防設備も一
定間隔ごとに設置されていました。

ーケードを西へ歩いていくと、新
しい発見が次 と々。普段商店街を

歩いている時には、各ビルの上に人が住
んでいるなんてことはあまり意識してい
なかったのですが、上に上がると、あのビ
ルにもこのビルにも住居があるということ
が分かりました。特に、南京町側で多く
住居が確認できました。また、アーケード
上から屋上を見ることができるビルが思
いのほかあって、その多くが人目に触れ
る意識のない無造作な状態でした。連
続した建物で階高も階数もバラバラで、
アーケードを撤去するなんてことを決め
ようものなら（註：そんな議論がされてい
るわけではありません。）、3階以上の部
分を今のままほおっておく訳にはいかな
いだろうなあと強く感じましたし、商店街
の在り方、まちづくりの方向は、アーケー
ドの有無によって180度考え方が変わる
だろうと。

らには、道路斜線制限の影響によ
り上階部が斜めに切られた形の

ビルの多さもあらためて確認できました。
元町商店街のビルがすべて建て替わる
ことなど、何十年も先のことだろうとは思
いますが、見られることの意識のない部
分への配慮やお金のかけ方が、あまりに
も少ないように感じられました。老朽化し
たビルの建替えを意識して地区計画を
考えていくならば、斜線制限や容積率制
限の緩和の話と共に、「建築物等の形態
又は色彩その他の意匠の制限」に関し
て、最低限度守ってほしいことと推奨し
たいデザインの方向をしっかりと示して
いかねばと、思いを新たにしました。すべ
ての建物オーナーに「街並みをつくる責
任」を意識していただきたいと願ってい
ます。
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アーケードの上に登ると、そこは私の知らない元町があった
まちづくりコンサルタント・合資会社ゼンクリエイト 根津昌彦
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　栄町通まちづくり委員会は７月１４日（金）
１０時から１０時３０分まで、栄町通を中心
に、ゴミ拾いと不法ビラ撤去、自転車・バイク
などへの不法駐輪警告チラシ取り付け作業
など、栄町通クリーン大作戦を実施した。参
加者は、（神戸市住宅都市局）坂田竜一・田
中淳也・川口雄也、（広島銀行）佐藤直也、（㈱
トマト銀行）杉本沙織、（兵庫県信用組合）村
上彰啓・常深雅子、（銀泉興産）福田時雄、
（三鈴マシナリー㈱）野田常美、（神明倉庫）
藤尾憲弘・十時実希、（神明アグリ）山本弘丈、
（㈱イーエスプランニング）藤岡美玲、（新光
明飾）中川俊・藤田直之・西村友博・篠原博
明・大森喜美子、（佐田野不動産㈱）佐田野
宏之、以上１９名のみなさんでした。毎月第２
金曜日午前１０時、栄町通６丁目佐田野不動
産前集合の上、実施しています。お気軽にご
参加ください。
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◇元町１番街商店街振興組合　℡３３１－７８５０
水曜市　８月１６日（水）１０時～１９時
◇元町三丁目商店街振興組合　℡322－2797
船長さん記念撮影会　８月２６日（土）・２７日（日）
◇神戸元町商店街 ℡３９１－０８３１ 1番街～6丁目にて
みなと元町現代写真展
　　８月２６日（土）～９月３日（日）
◇凮月堂ホール（有料）　℡３２１－５５５５
もとまち寄席「恋雅亭」
８月１０日（木）
　　桂  鯛 蔵　　桂 壱之輔　　笑福亭 生喬 
　　桂米團治　  　 中 入　　    林家 小染 
　　笑福亭 仁智  
　前売券：７月１１日より凮月堂で発売
◇こうべまちづくり会館ギャラリー（無料）　℡３６１－４５２３
８月３日（木）～８月８日（火）  こころのアート展
８月１０日（木）～８月１５日（火）
１９４５年の神戸・空から見た市街地 写真展
８月１７日（木）～８月２２日（火）
　　劉素真と神戸墨酔会　水墨画展（水墨画）

　８月２４日（木）～８月２９日（火）
　　第１８回　麓和会展（油彩）
　８月３１日（木）～９月５日（火）  産業遺産写真展
◇元町映画館（有料）　℡３６６－２６３６
８月５日（土）～８月１１日（金）
　　ルキーノ・ヴィスコンティ監督特集『若者のすべて』
　８月５日（土）～８月１８日（金）『人類遺産』
　８月１２日（土）～８月１８日（金）
　　『人間爆弾「桜花」－特攻を命じた兵士の遺言－』
　　『ウォーナーの謎のリスト』
　８月１２日（土）～８月２５日（金）
『ろくでなし』・『家族の肖像』

　８月１９日（土）～８月２５日（金）
　　元町映画館7周年記念企画「変愛映画集」
　『まんが島』
　８月１９日（土）～９月１日（金）『残されし大地』
　８月２６日（土）～９月１日（金）
　　『「知事抹殺」の真実』
　　『コンビニ・ウォーズ バイトJK vs ミニナチ軍団』
　８月２６日（土）～９月８日（金）
　『ブレンダンとケルズの秘密』
『真白の恋』・『ウィッチ』

書
店
の
話

編　集　後　記
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平野義昌

　淀川長治は自伝で映画界復帰を昭和7年か
8年か不明と書いている。自宅の隣人が映画会
社支配人で、別の会社の宣伝部員募集を教え
てくれた。しかし、採用試験を受けなければな
らず長治のプライドは傷つく。二次試験まで
あった。長治は「映画についてはプロ」という自
信を持っていた。ひとりよがりと言えばそれまで
である。知人のユナイト大阪支社宣伝部長に鬱
憤をぶちまけた。すると、「ユナイトにはいりいな
」と言われ、即決する。ユナイトはチャーリー・
チャップリンの『街の灯』公開が決まり、大宣伝
の用意で増員が必要だった。長治は家族の猛
反対を押し切り、姉の店を辞め就職した。『街の
灯』封切りは1934(昭和9)年1月、よってユナイト
入社はその前年（昭和8）と思われる。
　長治はチャップリンのおかげでユナイト入社
＝映画界に復帰できたということになる。その
チャップリンと直接会う機会が訪れたのは36
（昭和11）年3月、長治にとって「生涯忘れえぬ月
」だ。チャップリンは『モダン・タイムス』撮影を
終え、共演女優ポーレット・ゴダールと結婚する
ため世界旅行に出ていた。朝刊の小さな記事
（それも一紙のみ）にチャップリンが神戸港に
立ち寄るとあった。世界的映画俳優の来日
ニュースにもかかわらず、マスコミは騒がない。
ユナイト社内では支配人も社員も普段通り働い
ているし、アメリカ本社から何の命令もない様
子だ。報道管制が敷かれたのだろう。
《しかし私は、「チャップリンが今日神戸に来る」
というその事実が嘘みたい夢みたいに思え、そ
れがほんとうなら、ここにこうしておられるもの
かと、ついに一人で神戸行きを外人支配人に申
し出たところ、かんたんにＯＫと苦笑して許して
くれたのだった。私には止めても行くにちがい
ないと見てとったのであろう。》註1
　長治は神戸メリケン波止場停泊中のクー
リッジ号に乗り込んだ。記者もカメラマンも
来ていない。船長は長治がユナイト社員とわ
かると丁寧に対応してくれた。チャップリン夫
妻は市街に食事に出ていた。船長は親切に
船内を案内してくれるが、長治の頭はチャッ
プリンのことでいっぱい。デッキに戻り、その
人を待った。初期の短篇ドタバタ喜劇から見
てきた大スターにもうすぐ会えるのだ。
《そのチャップリンが昭和七年（一九三二）に来
日したときには二百名からの警官がチャップリ
ン歓迎の日本の大群衆を整理警戒していたこ
とも知っているので「今」ここで「私ひとり」が
チャップリンに逢えるということは奇蹟がやっ
てきたというこうふんだったのである。》註1
　32年チャップリン初来日時、〈五・一五事
件〉が勃発。海軍将校らが犬養毅首相を官
邸で殺害した。当日、犬養は晩餐会にチャッ
プリンを招待しており、将校らはそこを狙う
計画だった。チャップリンは大スターの気ま
ぐれで晩餐会をキャンセルし、大相撲観戦
をして助かった。研究者が事件関係者たち
の動きを「サスペンス映画を地でいく展開」

と書くほど緊迫したものだった。註2
　話をメリケン波止場に戻す。チャップリン
夫妻が船に帰ってきた。船長が話してくれ、
5分だけ会えることになった。
《私はチャップリンのそばにとんで行った。
目と目が向いあった。背の高さは私とほとん
ど同じであった。目のまえのこのフィルムで
ないなまのチャップリンに私はこの人がイギ
リス人であることも感じなく、外国人と日本
人のちがいもけしとんで「人間」をいまこの
目で見ているという感情がこみあげた。》註1
　長治は会見できた感激を話し、記憶している
映画の場面を演じて見せた。チャップリンは微
笑みながら長治を部屋に招いた。この年の2月、
『モダン・タイムス』はアメリカで公開されてい
た。日本では試写もまだだったが、長治はアメリ
カの雑誌で情報を得ていた。5分の約束が30
分を超えた。夫人が波止場の屋台で売ってい
る真珠を買いたいと言う。長治が付き添った。
客の目の前で貝を割って真珠を取り出す販売
方法で、彼女は面白がり20個以上買った。安い
真珠なのだが、良い真珠はなめると非常に冷た
いと教えた。彼女は「冷たい」「ラッキー」と満足
した。チャップリンは長治の心遣いに礼を言っ
た。長治にとって、短いながら濃密な時間だっ
ただろう。この時のエピソードまだある。
　長治がクーリッジ号を降りると、波止場で
50歳くらいの日本人女性がその船に向かっ
て手を合わせていた。
《私は思わずその女の人にわけを聞いてみた。
すると、「私は山口県の者ですが、アメリカに
子供を置いてかえりましてから、もう十年くら
い子供と逢っておらんのですが、その子が、
実はチャップリンさんのご旅行に、用事もな
いのに、あの子に逢わせてやろうと、はい、わ
ざわざ神戸まで、あの子を連れてきてくだ
さったのです。ありがたいことで」。》註1
　チャップリンはフランク・ヨネモリという
日本人のボーイを同行し、神戸で母と会え
るよう手配していた。この時、長治はヨネモ
リ少年に会っていない。51（昭和26）年、ハ
リウッドでチャップリンに面会した時、この
ヨネモリが世話をしてくれた。
　余談、チャップリンのもとには14（大正3）年か
ら高野虎市（こうのとらいち、広島出身、1889～
1971）という日本人秘書がいた。チャップリン
は全幅の信頼を置いた。チャップリンの日本文
化好きは彼の影響と言われている。この旅行に
は同行していない。後に高野はゴダール夫人と
衝突して、チャップリンのもとを去ってしまう。
　38（昭和13）年、長治はチャップリンの
『モダン・タイムス』封切りに伴い東京支社
に異動する。両親を神戸に残し、とりあえず
長治ひとり赴任する。「いよいよ東京」とい
う思いがあるが、喜んではいない。
《……私は東京という田舎へ何ゆえに行かねば
ならぬのかとムカムカしていたのであった。それ
も一週間くらいならとにかく半永久的に東京の
人間になるということが嘘のように思えたので

あった。それほど私は神戸を愛し、神戸が日本
最高のほんものの文化都市と信じていたから
だった。けれどもすくなくとも映画の仕事をする
うえからは、どうであろうとも東京が本舞台のこ
とは百も承知ゆえ、東京に移るということは私
の運命とあきらめてはいたのであるが。》註1
　長治は大阪支社公認で興行会社・松竹の雑
誌編集をして報酬を得ていた。松竹系列の試
写も見てまわれた。恩師とも言える映画評論
家・野口久光、双葉十三郎、清水光と深く交際し
た。他の会社の重役が監督や俳優に会わせて
くれた。すべて長治の仕事と人柄が「信用」され
たからだ。厚遇を享受していた。
　ところが、姉の店が経営悪化した。父との
共同出資だったが、父の金が底をついていた。
姉は仕入れと私生活に浪費し、「ぜいたくは
敵」のご時世で高級品は売れない。姉から父
への生活費支給がなくなる。姉の言い分は、
長治が勝手に店を辞めたのだから彼が親を
養えばよい、というもの。長治は昇給すること
もあり転勤を受け入れたのだった。
　長治は宣伝部長を命じられ、旧知の『映
画之友』社長の世話で横浜に住まいを定め、
神戸の両親を迎えに帰る。裕福だった親子3
人がわずかな荷物で三等寝台に乗った。姉
の見送りはなく、餞別もなかった。しかし、3
日後、姉から机と鏡台が届いた。
　41（昭和16）年12月8日、日米開戦。ユナ
イト東京支社は閉鎖された。翌年春、長治
は東宝宣伝部入社。戦争は激化し、本土空
襲。洋画は独・伊映画が数本封切られただ
け。それでも邦画は黒澤明、溝口健二らが
敗戦ギリギリまで製作していた。
　長治は46（昭和21）年春から『映画之
友』に原稿を書き、やがて同編集部に入る。
テレビに登場するのは60（昭和35）年「ララ
ミー牧場」（NET、現テレビ朝日）解説。そし
て、66（昭和41）年「日曜洋画劇場」（同）解
説で一躍有名になる。
　98（平成10）年11月11日逝去。前日まで
テレビ収録、当日新聞取材、さらに翌日も
対談の予定があった。映画を愛し、映画と
共に生きた人だった。抜群の記憶力で、映
画・芸能だけではなく神戸についても多く
の文章を残してくれている。
註1  『淀川長治自伝　上・下』　中公文庫　1988年
註2  大野裕之 『チャップリン 作品とその生涯』 中公文庫 2017年
参考文献 『広告批評別冊  淀川長治の遺言』  マドラ出版、1998年
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出来事ファイル

　
「
神
戸
み
な
と
の
祭
」で
昭
和
四
十
四
年
ま

で
行
わ
れ
て
き
た
懐
古
行
列
が
、神
戸
ま
つ

り
前
日
の
五
月
十
九
日（
金
）神
戸
市
民
祭

協
会
の
主
催
で
復
活
、元
町
商
店
街
か
ら
十

五
名
が
参
加
し
た
。行
列
は
十
六
時
、元
町

商
店
街
六
丁
目
を
ス
タ
ー
ト
、三
宮
セ
ン

タ
ー
街
東
口
ま
で
行
進
、お
目
あ
て
の
登
場

人
物
を
探
す
人
た
ち
な
ど
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

　
一
番
街
か
ら
蓮
池
國
男（
国
際
楽
器
）が
、

居
留
地
に
商
社
を
開
い
た
ほ
か
大
阪
に
後
の

日
立
造
船
と
な
る
鉄
工
所
を
開
い
た
Ｅ
Ｈ
ハ

ン
タ
ー
役
を
。徳
山
隆
秀（
ト
ゥ
イ
ン
ク
ル
）は
、

神
戸
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
事
を
務
め
、広
く
日

本
を
世
界
に
紹
介
し
た
モ
ラ
エ
ス
に
。徳
山

安
児（
ト
ゥ
イ
ン
ク
ル
）は
、モ
ラ
エ
ス
の
妻
に

な
っ
た
福
本
ヨ
ネ
役
を
。福
井
康
寛（
タ
ベ
ル

ナ
・
カ
ル
ボ
）は
、川
崎
造
船
所
開
設
や
神
戸

新
聞
を
創
刊
し
た
川
崎
正
蔵
役
。福
井
奈
美

（
タ
ベ
ル
ナ・カ
ル
ボ
）は
、Ｅ
Ｈ
ハ
ン
タ
ー
の
妻

に
な
っ
た
平
野
愛
子
に
変
身
し
た
。

■
神
戸
ま
つ
り
懐
古
行
列

　

三
丁
目
か
ら
橋
本
友
宏（
メ
ン
ズ
ア
パ
レ
ル
ア
ダ

ム
）が
、神
戸
で
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
の
伝
道
に
努
め
関

西
学
院
を
設
立
し
た
Ｗ
Ｒ
ラ
ン
バ
ス
役
に
。山
本
佳

代（
ア
ル
ム
ワ
ー
ル
）は
、現
神
戸
大
学
の
一
部
に

な
っ
て
い
る
神
戸
高
等
商
業
学
校
創
立
者
の
水
島

銕
也
役
。木
谷
め
ぐ
み（
ア
ル
ム
ワ
ー
ル
）は
、父
の

経
営
す
る
寺
子
屋
を
開
放
、幼
児
教
育
の
発
展
に

尽
く
し
た
元
町
出
身
の
教
育
者
・
間
人
た
ね
役
で

出
場
し
た
。

　

四
丁
目
は
田
渕
秀
樹（
メ
ゾ
ン
ド
・マ
ル
シ
ェ
）が
、

日
本
に
亡
命
、中
華
民
国
建
設
に
尽
く
し
た
孫
文

に
。川
見
栄
一（
竹
内
商
店
）は
、来
神
し
た
孫
文
の

思
想
に
共
鳴
、舞
子
浜
に
建
て
た
自
分
の
別
邸
移

情
閣
で
も
て
な
し
た
呉
錦
堂
役
を
演
じ
て
い
る
。

　

五
丁
目
の
片
山
ひ
ろ
子（
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
）は
、

勝
海
舟
に
平
野
別
邸
を
提
供
し
た
神
戸
村
庄
屋
生
島

四
郎
太
夫
役
を
。片
山
み
ほ
子（
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
）

は
、生
田
川
の
付
け
替
え
に
貢
献
し
た
加
納
宗
七
役
。成

井
将
悟（
八
百
屋
番
長
）は
、初
代
神
戸
港
長
に
就
任
、

神
戸
港
発
展
に
寄
与
し
た
Ｊ
．マ
ー
シ
ャ
ル
役
を
演
じ
て

い
る
。

　

六
丁
目
は
片
山
喜
一
郎（
ス
タ
ジ
オ
キ
イ
チ
）が
、後
醍

醐
天
皇
役
に
。松
井
隆
昌（
亀
井
堂
総
本
店
）が
、楠
木

正
成
役
に
扮
し
て
人
目
を
ひ
い
た
。（
文
中
敬
称
略
）

ＥＨハンター（蓮池國男）
平野愛子（福井奈美）

川崎正蔵（福井康寛）

モラエス（徳山隆秀）
福本ヨネ（徳山安児）

間人たね（木谷めぐみ）
ランバス（橋本友宏）

水島銕也（山本佳代）

孫文（田渕秀樹）
呉錦堂（川見栄一）

生嶋四郎大夫（片山ひろ子）
加納宗七（片山みほ子）マーシャル（成井将悟）

後醍醐天皇（片山喜市郎）
楠木正成（松井隆昌）

神戸新聞より

海という名の本屋が消えた（45）
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